
まちの出来事・話題・ニュース
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まちの話題や出来事、
ニュースをお届けします！Discover

OSAKI
おらほのニュース
発信します！

5
月
の
主
な
出
来
事

1
日
●
夏
の
軽
装
勤
務（
ク
ー
ル
ビ
ス
）開
始（
9

月
30
日
ま
で
）

8
日
●
大
崎
市
民
病
院
鳴
子
温
泉
分
院
新
病
院

定
礎
式
神
事・竣
工
式

12
日

●
大
崎
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
総
会

●
ダ
ブ
リ
ン
市
学
生
か
ら
の
千
羽
鶴
贈
呈

式

16
日
●
大
崎
市
立
古
川
北
小
学
校
開
校
式

20
日

●
宮
城
県
タ
ク
シ
ー
協
会・大
崎
市
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
促
進
事

業
の
実
施
に
関
す
る
協
定
締
結
式 退

任
行
政
相
談
委
員
の
総
務
大
臣
感
謝
状
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
　

▲左から伊藤市長、山家氏、伊東氏、大條氏、黒木氏、森丘東北
管区行政評価局長

　

4
月
27
日
、令
和
2
年
度
で
退
任

さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
へ
総
務
大
臣

感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、行
政
相
談
委

員
法
に
基
づ
い
た
、民
間
有
識
者
に

よ
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

り
、地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、全
国
す
べ
て
の
市
町
村
に

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
相
談
と
し
て
は
、国
の
仕
事

に
関
す
る
苦
情
・
要
望
を
受
け
、解

決
の
た
め
の
助
言
お
よ
び
関
係
す
る

機
関
と
の
連
絡
や
、調
整
を
行
う
パ

イ
プ
役
で
あ
り
、市
で
は
、古
川
地

域
で
月
2
回
、そ
れ
以
外
の
地
域
で

は
、月
1
回
の
定
期
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、10
月
の
行
政
相
談
週

間
で
は
、市
内
の
公
共
施
設
や
商
業

施
設
な
ど
を
会
場
に
、啓
発
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、令
和
2
年
度
で
退
任

さ
れ
た
行
政
委
員
に
対
し
、長
年
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、総
務
省
東
北
管
区

行
政
評
価
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

退任された委員 担当地域

山
や ん べ

家 稔
みのる

 氏 古川地域

黒
く ろ き

木一
かずよし

吉 氏 三本木地域

大
おおえだ

條春
しゅんえつ

悦 氏 鹿島台地域

伊
い と う

東治
は る お

男 氏 岩出山地域

長い間、お疲れさまでした！

災
害
対
応
支
援
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
　

　

3
月
26
日
、令
和
2
年
7
月
豪

雨
に
お
い
て
被
害
を
受
け
た
、山

形
県
大
石
田
町
へ
職
員
を
派
遣

し
、災
害
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
支

援
活
動
を
行
っ
た
功
績
が
評
価
さ

れ
、災
害
対
応
支
援
環
境
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
全
国
で
30
団
体
、県
内
で
は
、涌

谷
町
と
本
市
が
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

大
石
田
町
と
は
、平
成
28
年
10

月
に「
国
道
３
４
７
号『
絆
』交
流

促
進
協
議
会
災
害
時
相
互
応
援
協

定
」を
締
結
し
て
い
ま
す
。大
石
田

町
か
ら
は
、令
和
元
年
東
日
本
台

風
で
本
市
が
被
災
し
た
際
に
、多

大
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
支
援
活
動
は
、令
和
2

年
7
月
29
日
か
ら
8
月
7
日
ま

で
、延
べ
65
人
の
職
員
が
災
害
ご

み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
管
理
や

給
水
の
補
助
、り
災
調
査
な
ど
の

支
援
活
動
を
行
い
、５
０
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
の「
鳴
子
の
水
」約
7
千

本
を
被
災
地
へ
届
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
、災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
通
し
て
、近
年
多
発
し
て
い

る
大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま

す
。　

▲り災調査の支援活動（上・下）

新
大
崎
市
民
病
院
鳴
子
温
泉
分
院
の
定
礎
式

（
神
事
）・竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

５
月
８
日
、鳴
子
温
泉
地
域
に

新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
た
大
崎
市

民
病
院
鳴
子
温
泉
分
院
の
定
礎
式

（
神
事
）と
竣
工
式
が
市
民
病
院
関

係
者
を
は
じ
め
、市・地
域・
工
事

関
係
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
終
了
後
に
は
、出
席
者

が
院
内
を
視
察
し
、ス
タ
ッ
フ
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
分
院
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
２
階
建
て
、内
装
に
は
一
部
大

崎
市
産
木
材
を
使
用
し
、温
か
く

親
し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。診
療
科
目
は
、内
科・

外
科・
整
形
外
科・
眼
科・
耳
鼻
咽

喉
科
の
５
つ
で
す
。病
床
数
は
40

床
で
、う
ち
10
床
は
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
本
院
と
連
携
し
、鳴

子
温
泉
地
域
の
拠
点
医
療
機
関
と

し
て
、市
民
が
安
心
で
き
る
医
療

を
提
供
し
ま
す
。６
月
1
日
か
ら

外
来
診
療
を
開
始
し
ま
す
。

▲自然豊かな緑色と調和したデザイン

▲厳かな雰囲気の中で行われた関係者
による定礎除幕

▲リハビリテーション室
の説明を受ける出席者

　5月12日、姉妹都市アメリカ合衆国ジョージア州ダブリン市の学生たちが
折った千羽鶴やメッセージカードが、大崎市三本木国際交流協会を通じて、
市へ寄贈されました。
　ダブリン市は、平成10年に旧三本木町と姉妹都市を締結し、YKKAP㈱東北
製造所の協力を得て、合併以降も本市と国際都市交流事業を実施しています。
　今回の千羽鶴の贈呈は、在アトランタ総領事館とジョージア日米協会が東日
本大震災から10年目に当たる3月に、ダブリン市の学生から本市へ、震災から
の復興を願う千羽鶴と激励のメッセージカードの贈呈を企画したものです。
　学生たちが一つ一つ心を込めて折った千羽鶴や、日本語を交えて書かれた
メッセージからは、本市へのエールや復興を願う思いが伝わってきます。　
　寄贈された千羽鶴とメッセージカードは、三本木総合支所内エントランス
ホールに展示していますので、ぜひご覧ください。

ダブリン市の学生から千羽鶴が寄贈されました

▼

千
羽
鶴
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
ほ
か
、折
り
鶴

を
作
成
す
る
学
生
の
写
真
も
展
示
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